
新生匝瑳戦略会議（第１回里山・檀林部会） 会議録 

 

開催日時：平成２４年８月２８日（火） 

午後７時００分～９時００分 

開催場所：匝瑳市役所議会棟第３委員会室 

出席委員:（学識経験者）渡辺新 

     （団体推薦者）萱森孝雄 

     （一般公募者）永野亮太、林暁男、八木幸市 

                             （５人／名簿順） 

欠席委員：（団体推薦者）宇野充紘 

                             （１人／名簿順） 

市出席者：（事務局/企画課）小川課長、大木副主幹、富井副主査（３人） 

 

１ 開  会 

 

［事務局］ 

 お忙しい中お集まりいただきありがとうございます。本日は、新生匝瑳戦略会議の

里山・檀林部会の第１回目ということでよろしくお願いします。初めに、部会長であ

りますＡ委員からごあいさつをお願いします。 

 

２ あいさつ 

 

［部会長］ 

 部会長という名ばかりにならないよう、頑張りたいと思いますのでよろしくお願い

します。どちらかといいますと、皆さんの方が知識も経験も豊富だと思いますので、

お力を借りながら進めていければと思います。まず、部会の設置についてですが、資

料にもあるとおり、中間報告に示すしくみや考え方を基に、最終報告に向けてより具

体性を持たせた政策提言を行うために設置されました。会期は 10 月までということで、

その間、何回集まって会議ができるかわかりませんが、なるべく具体的な提案ができ

るように進めていければと思います。あいさつは以上です。 

 

［事務局］ 

 ありがとうございました。本日の資料ですが、部会の設置については、先ほどの部
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会長から御説明いただいたところですが、２枚目、３枚目については、部会長、Ｂ委

員に作成していただいた資料です。それでは、部会長に議長をお願いし、議事を進め

ていただきたいと思いますのでよろしくお願いします。 

 

３ 議  事 

 

（１）里山・檀林の問題点の整理と方向性について 

 

［議長］ 

 事前にお配りした資料を基に議事を進めます。一番問題になってくるのは、里山・

檀林をどのようにしたいのかということだと思います。Ｃ委員からよく「本当に困っ

ているのか」ということを言われますが、どうしたいのかが決まってくればスムーズ

に話が進んでくるのだと思います。最後に自分ごととしてできること、行いたいこと、

ここがまた難しい部分なので、そこに時間を使いたいと思います。そこで、この会議

ではせっかく職域の異なる人が集まっていますから、それぞれの立場から見た飯高檀

林について、意見を伺いたいと思います。ルールとして、人の意見を否定せず、どん

どん前向きに意見を出していくこととし、会議の流れを止めないようにしたいと思い

ます。まず、課題、意見ということで、皆さんが考えていることを発表してください。

Ｄ委員からお願いします。 

［Ｄ委員］ 

 里山がなぜ必要かということを話さなければならないと思いますが、私もこの夏、

世界自然遺産を２ヶ所見てきました。知床と小笠原です。 

知床では、現地に向かう大きな道路の両脇にお土産屋さんがあったようですが、両

方とも閉店していました。なぜかと考えていたのですが、世界遺産に登録されて人は

入ってきているのですが、通過するだけでお店に寄ってお土産を買う人がいなくなっ

てしまったようです。バスの移動ですので、トイレ休憩をとらなければいけないわけ

ですが、その際にお土産屋さんに寄るのではなく、実際には道の駅などのバスの入り

やすい施設を使っているので、当初の目論見がみごとに崩れ去っている現状に驚きま

した。 

小笠原の方は、利用客が多くなっているようで、船の乗車人員を減らすように調整

しているそうです。なぜなら、大手の旅行会社に切符を全て売ってしまうため、地元

の人も切符を買えないほど困っているからです。仕事で小笠原に行こうと思っても船

に乗れず、現地の民宿の利用もなくなってお金も落ちなくなっているそうです。 
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世界遺産に登録されることで、それをうまくＰＲすれば見に来る人はいっぱいいま

す。現在、里山は見直されていますよね。なぜなら、里山が生物多様性にとって非常

に良い環境にあるからです。では、匝瑳市の里山はどうかというと、生物多様性や里

山の見直しなどと言われてはいますが、あまり注目されることはありません。やはり、

世界遺産のようなきっかけがないと、見直されないのかと思いました。Ｂ委員の資料

にも書いてあるとおり、匝瑳市の里山の良いところやＰＲできるところは何なのかと

考えたとき、飯高檀林やそこにいる生き物を絡めたりすることで、認知されていくの

だと思いました。今ある里山の良いところを見つめ直して、それをうまく活用できる

方法が見つかればと思っています。 

［議長］ 

 里山・檀林に価値を持たせたいということですね。Ｅ委員いかがですか。 

［Ｅ委員］ 

 地元に住んでいる人の視点に立つとまた変わってくると思います。地元の人にとっ

ては、どうやったら収入が得られるかという視点が中心になってきます。里山を整備

しても、木材の価値が徐々になくなってきていますから、山そのものが必要なくなっ

てきているわけです。私も林業組合に加入していますが、荒れていく一方だという議

論ばかりで、飯高檀林はいいとしてもその周辺になると個人が所有しているものです

から、なかなか自由にはいきません。ただ一つ言えることは、里山は将来有望である

というような夢があれば、自然と動きは出てきます。負担ばかりで得する部分が見え

ないと、どうにもならないと思います。これからは、里山より田畑の方が重荷になっ

てくるのではないでしょうか。現在は、田畑が荒れる前に森林に戻そうということを

考えていますが、農地の問題があり農業委員会の許可がないと実際にはできません。

環境のことを考えれば、健全な森林を作ろうということです。 

［Ａ議長］ 

 事務局の方はいかがですか。 

［事務局］ 

 初めて飯高檀林に行ったときには、人があまりいないということを感じました。同

時に、人がいないがゆえにその静けさに神秘性を感じることもありました。最近は、

市でも前面に押し出してＰＲしていますので、訪れる人が徐々に増えてきている印象

は受けますが、飯高檀林が持つ神秘的な魅力は人が少ないからこそ感じる部分もあり

ますので、最終的な目標をしっかりイメージして、どうＰＲしていくのかを考えてお

く必要はあると思います。 

［事務局］ 
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 里山が見直されているということですが、全国どこにでもあるものなので、それだ

けでは魅力を感じないと思います。里山と一緒に何かを抱き合わせて、例えば、飯高

檀林のように他にはなく、匝瑳市にしかないものと里山を絡めていかないと他との差

別化ができないので、人が来てくれるという状態にはならないと思います。先日行わ

れた商店街復権部会では、商店街の人たちは現在の状況についてどう思っているのか、

そんな話題がけっこう出ていました。先ほどＥ委員から「得する部分が見えてくれば」

というお話がありましたが、地元の人たちは里山や檀林を実際にどうしたいと思って

いるのでしょうか。 

［Ｅ委員］ 

 地元で考えていることはシンプルなことです。これまでも飯高で生活が成り立って

きたわけですから、これからも生活が成り立ち、次の世代が引き継げるようなものが

あれば問題ないわけですから、そういうふうにしたいと思っています。 

［事務局］ 

 そういう漠然としたものではなく、具体的にこうしたいという考えはないのでしょ

うか。 

［Ｅ委員］ 

 飯高檀林である程度の集客が見込めて、ある程度そこで何かしらの販売ができて、

生活の目途が立てば一番いいのだと思います。しかし、それは非常に難しい話なので、

誰も手も足も出ず、ただ見ているだけの状態になってしまっています。気持ちとして

は成田山のようになってほしいと思っていますが、そうなれる要素が飯高檀林にはあ

りません。逆に、飯高檀林は元々学問所なので、そうならない方が良いという意見も

あります。中途半端な神社仏閣を抱えているところは、その近隣がみんな貧乏になっ

ていきます。本当に一流の神社仏閣の近くにいる人は、そこにお客さんがたくさん来

てくれて、そこで地元にお金が落ちるので生活が成り立っているわけです。現在の檀

林は勤労奉仕で成り立っていて、かつては薪が報酬となったわけですが、いまは何も

ありません。 

［事務局］ 

 飯高檀林に来た人はみんな「すごいね」と言ってくれますよね。 

［Ｅ委員］ 

 それは、偶然にもあの巨木が残ってくれたからだと思います。 

［議長］ 

 それは檀林にとって強みになる部分だと思います。地元の人がそう思っていること

が重要で、逆にそれがないと前には進めないと思います。 
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［Ｅ委員］ 

 飯高に住んでいる半分ぐらいの人は、飯高檀林のおかげでそこに根を下ろしたわけ

です。出城だったころは何人住んでいたかわかりませんから、やはり檀林のおかげだ

と地元の人は考えていると思います。 

［事務局］ 

 勤労奉仕の話もありましたが、やはり地元の人は飯高檀林が好きなんだと思います。

嫌いであれば勤労奉仕すらやらないと思いますが。 

［Ｅ委員］ 

 元々お寺の世界は奉仕の世界です。お寺の檀家になっていれば、好き嫌いの問題で

はなく、そういうものだと先祖代々教えられてくるものですから、何をやっても私た

ちは抵抗がありません。学校の勤労奉仕も同じようなものだと思いますが、周辺住民

にとってお寺とはそういうものなのです。 

［事務局］ 

 「おらが学校」という考え方と同じで、飯高檀林も好きだし誇りに思っているので、

いろいろなことができるのだと思います。 

［Ｅ委員］ 

 好きでなければ、本当にどうでもいい話だと思います。 

［事務局］ 

 好きとか誇りに思うとか、そういう気持ちが原動力や出発点になるのだと思います。

私の意見は以上です。 

［議長］ 

 委員長いかがですか。 

［委員長］ 

 商店街と一緒で、地元の人にどうしたいのかを聞いても難しいと思います。Ｅ委員

の話が非常に重要な意味を持っていて、里山というのは生活の場であり、生産の場で

もあります。山だけではなく、集落があって農地があって、その景観全てを里山と言

うべきであって、生活の変化により里山は実際に荒れてきてしまっているのです。人

が住んで社会を作っているわけですから、その社会の編成替えまでいかないと難しい

問題だと思います。例えば、生物多様性や自然保護の視点だけでは、地元の人は動か

ないと思います。本日の資料に示されている、「里山・檀林をどのようにしたいか、強

みとは、弱みとは…」という議論はこれまで散々やってきたわけです。このままいく

と、ミニ戦略会議になりかねません。そこで、前回の会議で委員長自ら反旗を翻して

しまったわけですが、「自分ごと」「市民協働」などの考え方は、中間報告までで十分

 - 5 -



だと思います。それを前提に進めていけばいいことであって、それらは意識の問題で、

匝瑳市には欠けていたものだったので非常に斬新で重要なことではありますが、中間

報告に全てを当てはめて考えていくのはまずいと思います。自分ごとと市民協働で病

院は建ちません。里山についても同様で、まず農業や集落などを含めた大きなフレー

ムワークを作っていくべきで、実際にそれをどうしていくかは地元の人が考えるべき

ことだと思います。この間、いろいろ調査も行っていました。林業組合のＦ組合長の

話では、水田に山の水を引いて米を作っているところがあるそうですが、単に谷津田

米として、ふれあいパークで売っているだけだということです。まったく新しいもの

ではなくても、既存のものをもっと上手にアピールするとか、バイオマスをやってい

る人と無農薬栽培、畜産農家を何かしらでつなげたりとか、こういうことが実現でき

ればひょっとしたら堆肥センターなどもできるかもしれません。こういう人たちに集

まってもらったときに、ワークショップなどの手段が有効になるわけで、市民協働と

ワークショップだけでは市全体の構想はできません。昨日の会議で、Ｇ委員が大型店

へ買い物に行ったらトウモロコシを売っている近所の生産者の方に出会ったという話

をしていましたが、こういうことを地元商店街でやればいいのだと思います。生産か

ら流通、加工まで含めたかたちで地域内に循環するような農業のあり方を考えてあげ

て、そのフレームワークを提案することが戦略会議の役割だと私は思っています。そ

こで、前回の会議で私なりの意見を述べたわけです。 

［議長］ 

 戦略会議で議論するのではなく、当事者同士で集まって話し合うべきだということ

でしょうか。 

［委員長］ 

 そういう話し合いの場を設けたり、生活ができるしくみを考えて提示することが戦

略会議の役割だと思います。 

［議長］ 

 そこまでもっていくための整理をして提案できればいいのだと思いますが、この場

だけで話し合っても難しいというのはわかっていますが。 

［委員長］ 

 この場で問題提起まで行って、それを戦略会議（全体会）に報告してもいいと思い

ます。ただ、全体会で修正される可能性はありますが。昨日の商店街復権部会でもい

ろいろ意見は出ましたが、「これがいい、あれがいい」で終わってしまった感はありま

す。 

［議長］ 
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 当然ながら、やりたいことは人それぞれ異なると思います。そういう中で、戦略会

議として何が重要なのか、どういうものを提案したらいいのかをしっかり考えなけれ

ばなりません。 

［委員長］ 

 Ｈ委員が言われるワークショップについては、戦略会議で実際にやってきているこ

とです。戦略会議での意見はすでに出尽くしていると思いますが、ちょっと外に目を

向けると、戦略会議の視点とは少し違った考え方が出てきています。市内で先進的に

取り組んでいる人たちを見つけ出すことも必要ではないでしょうか。人を集めてワー

クショップをやったとしても、出てくる意見はそんなに変わらないと思います。やは

り無から有は生じません。ＮＰＯのＩさんは、都会から里山地域に入ってきたわけで

すが、実は無農薬栽培を行っているＪさんのところで農業研修を受けていたというこ

とで、ここでまたつながりが出てくるわけです。Ｊさんはすでに 30 年以上、海外から

の研修生を受け入れています。実際には労働力かもしれませんが、九十九里ファーム

も中国からの研修生などをけっこう受け入れていますよね。 

［Ｅ委員］ 

 中国からの研修生は、私の知っている農家ではみんな受け入れています。名目は研

修ですが、要は労働力です。 

［委員長］ 

 九十九里ファームでは何千羽という鶏を飼っていますが、愛知県などに比べると規

模が全く違うそうです。 

［Ｅ委員］ 

 飯高にきた話では鶏が 300 万羽ということですから、そういうものが来たら大変な

ことです。なぜそういう話が飯高によくくるのかと思っていたら、実は栗源に卵の工

場があるということが判明し、場所的に近いのでこういう話が舞い込んでくるようで

す。 

［委員長］ 

 里山のことを考えるということは、Ｅ委員の生活を考えることと同じです。生物多

様性や自然保護に対して個人的に興味はありますが、そこを考えるよりは何らかの特

産品を考えるなど、生産や生活に結びついていかないと地元の人の共感は得られない

と思います。ただ、地元の人は生産のことで手一杯だと思いますので、先ほどのＤ委

員の提案を地元の人に啓発していくことは必要だと思います。私の意見は以上です。 

［Ｅ委員］ 

 地元の人はそういうことを意識せずに生活していますから、私もＤ委員の報告を聞
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いて、初めてトウキョウサンショウウオなどの存在を知りました。私もこれをきっか

けに、「こういう生物が住める場所というのはそんなに悪いところではないのだ」と思

い直しましたので、そういうことを知っていれば「大事にしよう」という気持ちが芽

生えてくると思います。また、飯高檀林にもっと人が来るようになって外の目が入る

ようになれば、自然と周りから動き始めて「もっときれいにしなくては」という方向

に向かっていくかもしれません。そういう気持ちで、檀林に桜を植えようとしたりい

ろいろ考えてはいますが、協力者は何人もいません。 

［議長］ 

 外で実際に活動している人たちに、生活を安定させられるような智恵、技術を里山

へ持ってきてもらうということでしょうか。 

［委員長］ 

 それも重要なことだと思います。最終報告のテーマにもなると思いますが、そこで

生活している人たちがずっと住み続けられる、持続可能な地域づくりが必要になって

くると思います。そのためには、地域内の循環や外からの交流も含めて、匝瑳市域の

ネットワークを作っていかなければなりません。 

［委員］ 

 お金のことばかり言うのも変ですが、水田は 10 アールあたり 4,400 円の助成金が国

からもらえます。用水路、排水路、共同管の管理等の資源保全にかかる費用弁償がも

らえるおかげで、休耕田に菜の花やコスモスを咲かせることができます。雑草が生い

茂っている休耕田が花畑に変わるわけですから、そういうきっかけがあると多少変化

は出てくると思います。 

［委員長］ 

 休耕田の利用も重要なことです。さらに、所有者の収入につながるようなものが必

要です。 

［Ｅ委員］ 

 里山に、そういうものが生まれる可能性はありますよね。先ほどの林業組合の話で

はありませんが、例えば、山を整備して 10 アールあたり１万円という助成金では、微々

たるものでしかありません。水田に関わると多少のものが得られますが、同様に山で

も得られるものがあれば田舎の魅力につながると思います。維持・管理等の全ての負

担が自分にのしかかってきてしまうと、サラリーマンになった方がいいという方向に

向かってしまうのです。 

［委員長］ 

 例えば里山を利用するときに、一番扱いに困っているのは竹だと思います。その困
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り物である竹を利用して、収入が得られるようなものができないでしょうか。これこ

そ、中間報告で示した価値の転換だと思います。 

［Ｂ委員］ 

 竹炭を作ったりしているところはありますよね。 

［Ｄ委員］ 

 林業組合でやっています。 

［委員長］ 

 林業組合長が言っていましたが、作った炭を家畜の餌に混ぜると肉質が良くなると

いう話をしていました。 

［Ｅ委員］ 

 それは面白い話ですね。粉にして畑にまいても防虫効果や水質浄化など、メリット

もけっこうあるみたいです。ただ、林業組合が炭を作ったとしても、販売先がないの

で売ることができないと思います。 

［委員長］ 

 流通まで含めた販路を考える必要はあります。通常、農業をやっている人は生産現

場が中心ですが、現在は流通や加工まで手がけるようになってきています。ふれあい

パークがうまくいっている一つの要因は、ここにあると思います。逆に、食品企業も

生産現場まで進出してきているので、どこかで接点があるのではないかと思います。 

［Ｅ委員］ 

 生産者を追い求めて、企業が近隣の多古町まで来ています。 

［委員長］ 

 野栄地区でもモスバーガーと契約してピーマンを栽培している人がいます。 

［議長］ 

 資源はいろいろあるのに、ネットワークがないために活かしきれていないのが現状

だと思います。人と人がつながるネットワークを作ることが大事で、そのために「私

たちができることは？」と、市民に考えさせることができればいいのではないでしょ

うか。 

［委員長］ 

 前回の会議でも議論しましたが、そういうネットワークをつくるときに、例えば農

業と里山の関係や流通のしくみなど、現状を把握していないとネットワークは作れま

せんよね。前回言いたかったことはそういうことだったのです。 

［Ｂ委員］ 

 皆さんの意見を聞けば聞くほど難しいと感じます。飯高檀林も里山も、そのままの
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状態で稼動するようなしくみを作らないといけません。それがビジネスチャンスにつ

ながる重要なファクターだと思います。もう一つは、もし里山を世界遺産級の自然遺

産としてとらえるとしたら、魅力がなさ過ぎると思います。せいぜい文化遺産だと思

いますので、人が絡むという部分を有効に活用していく方がいいと思います。市で、

市内において個人的に活動している人の情報を集めて情報発信し、そこに集まってき

た人たちのネットワークを作るというのはいかがでしょうか。まず、たくさん使うと

いうことが重要で、飯高檀林も年１～２回のレベルではなく、毎日使っていくことに

よって人との距離間も縮まるし、管理もしやすくなると思います。ただ「行ってみる」

というレベルから脱皮することが必要です。 

［委員長］ 

 先日、林業組合長が「教育の森」について話をしていたのですが、そういう森が市

内にあるのでしょうか。豊和地区にそういう森があると聞いたのですが。 

［Ｄ委員］ 

 アルカディアの会が借りているところかもしれません。 

［委員長］ 

 先ほどは、生活・産業の視点で話をしましたが、Ｄ委員から報告のあった生物多様

性や教育活動の視点も一つの利用方法だと思います。そういうことを考えるときに、

実際に里山に集まって中間報告で示したワークショップなどを行えばいいのです。 

［Ｄ委員］ 

 生活の話がありましたが、里山特区やエコ特区などで特区申請し、補助金でそこに

住んでいる全家庭に太陽光発電をつけてもらったり、里山を整備して作った竹炭の利

用先を確保するために、薪ストーブを設置してみたりするのも面白いと思います。ま

た、余った枝でバイオマスを使って堆肥として田畑に利用したり、そういう田んぼを

オーナー制にして市外ではなく市内の人に利用してもらえば、地元でつながりができ

て生活も成り立つので、域内循環の可能性が広がると思います。 

［Ｅ委員］ 

 農業体験や里山体験はすぐにできるし、収入にもつながるのではないかと思ってい

ます。体験にも、生産から学びたいという人と、収穫だけやりたいという人の二通り

の人がいます。地元の人にとっては、なるべく手をかけずにお金になればいいと思っ

ていますので、ミョウガやフキの収穫や檀林・巨木の案内などで商売になれば、とい

うことを考えたことはあります。 

［委員長］ 

 ちなみに、市内でヤマユリが咲いているという話を聞いたのですが。 
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［Ｅ委員］ 

山の手入れをすると、ヤマユリが咲いたりワラビも採れるようになります。ふれあ

いパークで体験事業もやっていますが、募集をかけると 20～30 人ぐらいは集まってい

るそうです。 

［委員長］ 

 すでにふれあいパークでそういう事業を行っているのですから、もう少し発展させ

てもいいと思います。 

［議長］ 

 少し色を変えてやらないと、同じものが二つできてしまうことになります。 

［委員長］ 

 同じものを作るわけではなく、もっと大きな枠組みで位置づけるのです。 

［Ｅ委員］ 

 ふれあいパークの考え方は全く違っていて、実は体験事業をやりたくないのです。

ふれあいパークが考えていることは、人は自分たちで集めるので、事業の実施を委託

して、帰りはふれあいパークでお土産を買ってもらって収益につなげようということ

です。現在、里山ハイキングなどを飯高檀林コンサートの開催日に合わせて実施する

ことで、150 人ぐらいの人を集めていますから、ふれあいパークには人を集める能力

があります。そこで、参加者を楽しませて体験事業をやってくれる農家の受け皿を探

しているわけです。 

［委員長］ 

 それは実現可能だと思います。 

［Ｅ委員］ 

 私もいけると思っていて、その拠点に旧飯高小学校を考えていたのですが、残念な

がら実現できませんでした。炭焼きもできるし、宿泊施設として使えたらと思ってい

たのですが。 

［委員長］ 

 個々の活動はいろいろやっていますよね。これを組織化しようとしたら失敗します

ので、緩やかな連携ができればというイメージだと思います。 

［議長］ 

 これを強みにすることはできないでしょうか。キッザニアのように専門分野の人を

集めて山でいろいろな体験をさせると同時に里山の整備もしてもらえるので、相乗効

果が図れると思います。 

［Ｅ委員］ 
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 一家が移住してきて、お父さんのやりたいこと、お母さんのやりたいこと、子ども

のやりたいこと、それぞれに対応できる体制を整えることで、ディズニーランドレベ

ルのしかけができないかとずっと考えていました。 

［委員長］ 

 Ｅ委員はいろいろ考えていると思いますが、一人で考えてもなかなか前には進みま

せん。旧野栄町の頃に「野栄いきいき農業塾」という組織があり、その一つの成果が

チューリップ祭りです。農業塾の発案で、のさか望洋荘の近くで地ビールの工場を造

ろうという計画がありましたが、事業化までには至りませんでした。これを匝瑳市域

レベルで法人化し、Ｅ委員の提案などを検討していくと実際に動きが出てくると思い

ます。ＮＰＯや法人化をするときに、市民と行政による市民協働で行えばいいのです。 

［Ｅ委員］ 

 市産業振興課が言っている「都市と農村総合交流ターミナル」という位置づけをも

っと大きく考えて、組織化などを積極的にやってくれれば動きは出てくると思います。 

［委員長］ 

 以前、Ｋ委員が言っていた和郷園は、かなり組織化・システム化されています。 

［Ｅ委員］ 

 和郷園は自分でものを作るというより、集めたものを売るというスタイルです。成

長したきっかけは、ゴボウをカットしてきんぴらにするやり方と、ヤマトイモの冷凍

保存ができる真空パックの開発です。 

［委員長］ 

 アイデア次第でいろいろ考えられますよね。特に、里山地域の中に飯高檀林がある

のは非常に魅力的だと思います。 

［Ｅ委員］ 

 飯高檀林コンサートに参加した人で、「ここでコンサートを開催したら、まず失敗す

ることはないよね」と言っていた人がいました。また、その景観を見て、「ここでつま

らない音楽を聞いても腹を立てる人はいない」と、理解してくれる人がいたことは非

常にうれしいことです。 

［委員長］ 

 Ｂ委員が作成してくれたレジュメに、飯高檀林で和太鼓の練習をやってみてはとい

う提案がありますよね。 

［Ｂ委員］ 

 和太鼓をやっている人たちの中には、日本の宗教を背景とした精神があります。そ

ういう視点で考えると、音が迷惑にもならないし、非常にマッチする部分があると思
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います。24 時間オープンに使えて、トイレなどの設備も整備されていればいいのです

が。 

［委員長］ 

 飯高檀林の周辺には集落がありますよね。夜中に太鼓の音を出しても平気でしょう

か。 

［Ｅ委員］ 

 史跡ですから、まず貸してもらえないと思います。かつては飯高檀林という教育の

場でしたが、現在は飯高寺というお寺が存在します。東京都練馬区に住職がいますの

で、簡単には貸してくれません。 

［議長］ 

 飯高檀林コンサートを開催するときには、許可をとって行っているのですか。 

［Ｅ委員］ 

 毎年、書類で借用申請をしています。ただ、国の重要文化財ですから、何でも貸し

てもらえるということではありません。 

［Ｂ委員］ 

 建物は文化財でも、敷地は関係ありませんよね。 

［Ｅ委員］ 

 建物（講堂、鼓楼、鐘楼、総門）は国の重要文化財で、境内全体は県の史跡に指定

されています。周辺住民で組織する「飯高檀林跡を守る会」もありますから、自由に

させろと言ったら抵抗はあると思います。案外、使いやすいようで使いづらい場所で

もあります。 

［Ｂ委員］ 

 背景に宗教があり、そこから教育が生まれてきた歴史があるわけですから、それに

こだわったやり方をした方がいいと思います。 

［Ｅ委員］ 

 宗教が絡むと市役所は応援しにくくなると思いますが。 

［Ｂ委員］ 

 宗教心の問題もあるかもしれませんが、ビジネスファクターとしては悪くないと思

います。 

［議長］ 

 いろいろな話が出てきていますが、私が思ったことは、飯高檀林に本当に人が来て

もらいたいのか、地元の人はどんなふうに考えているのか、これらは外部から来た人

にはなかなかわかりません。また、現場に行ってみないと魅力が伝わらないというこ
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ともありますので、何らかの新しい価値を持たせたいということが一つ。もう一つは

他の地域との差別化で、森を守りながら外部の人と協力し、体験型事業の拠点という

方向性も考えられると思います。 

［委員長］ 

 人がたくさん来てほしいというのは、観光地で来る人のイメージではなく、先ほど

Ｄ委員が言っていた散策に来るような人のイメージだと思います。 

［Ｄ委員］ 

 単に観光で来て素通りするのではなく、地元の人と関わって農業やものづくり体験

をするような、そういうイメージだと思います。 

［Ｅ委員］ 

 後は農家の民泊で、これが軌道に乗ればうまくいく可能性はあります。 

［Ｂ委員］ 

 先ほどＤ委員が言っていたことは、大きくとらえれば観光だと私は思います。ただ、

見るという従来型の観光ではなく、最近人気のある体験型の観光という新しいスタイ

ルだと思います。民泊のことが出ましたが、イタリアで成功している事例を見に行っ

たことがあります。国が補助金を出して進めているアグリツーリズムの一環ですが、

個人の旅行客が農家に宿泊することができ、その宿泊設備は補助金で融資を受けるこ

とができます。オリーブ、ブドウ、養豚農家など、非常にのどかで素晴らしい環境の

中でいろいろな体験もできます。一泊ではなく、一週間ずっと宿泊し続けるような滞

在型も多いそうです。 

［Ｅ委員］ 

 現在、民泊を考えているというのは、地元の一部で空き家ができてしまっているか

らです。後継者はいるのですが、遠くに住んでいるため、普段は空き家状態になって

しまっています。生活している人の家を活用するのは困難なので、空き家を無償で提

供してもらって、それをうまく活用して事業を起こせないものかと考えているところ

です。 

［Ｂ委員］ 

 無償というよりも、経費をかけて最低限の快適性を確保しなければ、長続きはしな

いと思います。 

［委員長］ 

 Ｂ委員が言いたいことは、日本の場合、グリーンツーリズムとかアグリツーリズム

で事業展開していくと単なる観光農園になってしまうので、そうではなく、もっと体

系的に推進していかなければうまくいかないということだと思います。 
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［Ｅ委員］ 

 私が考えていることは、先ほどＢ委員が言っていたような薪で風呂を沸かしたり、

釜戸でご飯を炊いたりする、そういう生活を体験させることです。ご飯が勝手に出て

くるようでは面白くありません。その点は、農家を一軒まるごと借りることで、うま

くできるのではないかと思っています。 

［議長］ 

 Ｅ委員のアイデアが全部実現できたら、とても良い物ができるような気がします。 

［委員長］ 

 Ｅ委員のアイデアはかなり具体的で、実現性があると思います。それがなぜ実現し

ないのかというと、事業化していく組織がないからです。そこで、市民と行政のパー

トナーシップで法人化した組織を作ればいいのです。 

［Ｅ委員］ 

 個人でいくら叫んでもどうにもなりません。ある程度行政に関わってもらうと、そ

れを利用する人も安心することができます。もちろん、具体的な作業は市民がやるに

しても、最初の窓口は行政が関わってくれた方がいいと思います。 

［議長］ 

 徐々に答えが出てきている気がします。まとめると、自分ごととしてやりたいこと

を進めていくために法人化などで活動を支援する組織を作ること、外部の力を呼び込

むしくみを作ること、この二つが必要ということでしょうか。 

［委員長］ 

 法人化が良いかどうかわかりませんが、一つの選択肢にはなると思います。 

［Ｄ委員］ 

昔、飯高にホタルを見に行った時に、電灯などの明かりが何も見えないところがあ

りました。そこでは、星が非常にきれいに見えました。 

［Ｅ委員］ 

 飯高には里山百選に選ばれた場所があって、ＮＨＫが撮影に来ていました。 

［委員長］ 

 普段、都市部で生活していると星をじっくり見ている余裕がない生活をしています

が、匝瑳市に帰って空を見上げると、やはりきれいな星が見えるとしみじみ感じます。 

［議長］ 

 これらが実現すると、課題は大体クリアできそうな気がします。先ほど法人化とい

う意見がありましたが、それ以外の選択肢も考えてみたいと思います。 

［Ｄ委員］ 
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 Ｂ委員が作成してくれたレジュメに書いてある朝の健康体操ですが、それを飯高檀

林の講堂前でやってくれたら、飯高檀林のＰＲにもつながると思います。 

［Ｅ委員］ 

 自分の家が茅葺き屋根なので、その宣伝になるからやっているのであって、飯高檀

林でやろうとは考えていないと思います。 

［委員長］ 

 Ｂ委員の資料にある松山庭園美術館には、どのくらいの人が来ていますか。市外の

人が多いのでしょうか。 

［Ｂ委員］ 

 東京から来ている人もいるそうです。 

［委員長］ 

 私が入館したときには、初夢漬が出てきました。 

［Ｂ委員］ 

 美術館というのは文化の発信ですから、そういう意味では文化が発信できるポイン

トをつないだ方が、ボリュームが出てきます。 

［議長］ 

 健康、教育、文化を刺激する体験事業の拠点のようなイメージで地域を組み立てて

いく、そういうイメージでしょうか。 

［Ｅ委員］ 

 地元の人間からすると、飯高檀林は教育の場なので、農業にしても里山にしても、

飯高檀林で学んでいくという姿勢を通して、魅力を作っていった方がいいと思います。 

［議長］ 

 コンセプトをもってやったときに、そこで新たにやりたいという人が出てくると思

いますが、そういう人をしっかり受け入れられるしくみが必要になってくると思いま

す。そのしくみを、誰が、どのように作っていくか、これが一つの課題だと思います

が。 

［委員長］ 

 Ｅ委員の会が中心になるしかないと思います。例えば、行政側から立正大学へ文化

財の発掘などを頼んでみるのもいいと思いますが。 

［Ｅ委員］ 

 先日、立正大学へ行き学長に会ってきましたが、要望があれば講師として派遣して

くれるという話は聞いています。 

［委員長］ 
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 現在、大学側は自治体や企業と積極的にやりたがっています。講師を呼ぶときには

学長でかまいませんが、連携となると経営者である理事長の方が話がスムーズです。

大学で思い出しましたが、敬愛大学と千葉経済大学の創設者は、両者とも匝瑳市出身

です。 

［議長］ 

 追い風となる外部の要因をどのように取り込んでいくか、自分たちが今後どうして

いくのか、ここが決まれば展開は早い気がします。それこそ、外部の専門家などに、

Ｅ委員の会がうまく機能するようにコンサルティングしてもらうのもいいのかもしれ

ません。 

［Ｅ委員］ 

 何か物事を行うときに、ほとんどの人は日曜日しか対応ができません。 

［委員長］ 

 活動を始めてから何年ぐらい経過していますか。 

［Ｅ委員］ 

 23 年になります。 

［委員長］ 

 メンバーは減っていますか、それとも増えていますか。 

［Ｅ委員］ 

 人数はそんなに変わっていません。ただ、若い人は勤め人が多いので、土日中心の

作業に参加するのは難しいです。年齢的には、私たちのような定年前後の年代が一番

活動できる年代です。 

［議長］ 

 高齢者ビジネスではありませんが、定年退職後の仕事を生み出していくことは重要

なことだと思います。 

［Ｅ委員］ 

 ふれあいパークの仕事は、そういう人たちに一番適している仕事だと思います。サ

ラリーマンを辞めて、農業を開始した人たちが自分たちで食べる分としては量が多い

ので、余った分をふれあいパークで売ってみようとか、そういうところでまた生きが

いを見つける人はいると思います。 

［委員長］ 

 ふれあいパークで働いている人は女性が多いのですか。 

［Ｅ委員］ 

 女性は多いです。 
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［委員長］ 

 無農薬栽培をしているＪさんは、女性が多い職場の方がいろいろ動きが活発だと言

っていました。 

［議長］ 

 ちょっと調べてみたのですが、要介護にならない高齢者、つまり、病院や介護の世

話にならない元気な高齢者というのは、全体の 75％にあたるそうです。福祉（デイサ

ービスなど）部門の高齢者ビジネスが注目をあびていますが、対象者は全体の 25％に

過ぎません。逆に、これからは 75％を対象としたビジネスを考えた方がいいのではな

いかという考えもあります。 

［Ｅ委員］ 

 まだまだ仕事ができるという人はたくさんいて、その気があれば何でもできるし、

健康にもつながるという好循環を生み出すのだと思います。 

［委員長］ 

 高齢化社会の課題は、もちろん医療や福祉にもありますが、一番の課題は、元気な

高齢者が社会参加できるしくみをどう作っていくかだと思います。ただ、その高齢者

の中に少しは若い人が入っていかないと、やはりパワーが生まれないと思います。 

［議長］ 

 そろそろ時間もせまってきていますので、ここで議論は一旦終了し、次回の日程の

確認をしたいと思います。次回の戦略会議は８月 31 日で、そこで部会として何か報告

しなければならないのでしょうか。 

 

（２）その他 

 

［事務局］ 

 日程のお話が出ましたので、事務連絡をさせていただきます。 

まず、次回の戦略会議（全体会）については、部会の検討結果を報告することにな

っています。本日、まだ第１回目の部会が終了した段階で、検討結果が出ていません

ので、８月 31 日の戦略会議は延期させていただきたいと思います。 

２点目ですが、部会の日程について事前に部会長と相談させていただいた結果、部

会員の日程を確認した上で決定することとなりました。ただし、日程調整する際に、

部会という組織の性質上、部会員が全員で６人しかいませんので、この段階で例えば

３人欠席ということになってしまいますと、部会の議論がうまくいかない可能性があ

りますので、少なくとも調整の段階では皆さんの都合の合う日で設定していただきた
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いと思います。 

最後に３点目ですが、部会についても会議録の確認をお願いしたいと思っています。

全体会については、委員長及び委員さん２人ずつに交代で確認をお願いしているとこ

ろですが、部会についてはどのような方法がよろしいでしょうか。 

以上、御協議の上、決定していただきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

［議長］ 

 日程についてはいかがでしょうか。次回の戦略会議はいつを予定していますか。 

［委員長］ 

 10 月に開催できればと思っていますので、その会議で部会の検討結果が出るように

スケジュールを組んでいただきたいと思います。 

［議長］ 

 では９月の第２週目ぐらいで開催できればと思いますが、９月 12 日（水）はいかが

ですか。 

［出席委員全員］ 

 異議なし。 

［事務局］ 

 それでは、次回の部会の日程は、９月 12 日（水）19 時からということで決定いた

します。会場については、後日開催通知と一緒にお知らせいたします。会議録につい

てはいかがでしょうか。 

［委員長］ 

 全員に送って確認してもらってはいかがですか。 

［出席委員全員］ 

 異議なし。 

［事務局］ 

 それでは完成次第、皆さんにお送りいたしますので確認をお願いします。事務局か

らは以上です。 

［議長］ 

 それでは時間になりましたので、本日の会議はこれで終了となります。 

［事務局］ 

 ありがとうございました。 

 

４ 閉  会 
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